
この度会員の皆様のご支持に
より，来年度，日本菌学会の創
立50年となる節目の年に日本菌
学会会長に選出されその責任の
重さを痛感しております．今期
（2005－2006年度）は，日本菌
学会の50周年記念事業の完遂と
今後の本会の運営基盤を確立す

ることが求められています．
日本菌学会は，最重点事業として日本菌学会会報の刊

行を学会設立と同時に開始し，その後，日本菌学会ニュ
ース等の刊行も行ってきました．1994年からは，我が国
学会の国際化というトレンドのなか，日本菌学会会報を
衣替えし，英文誌としてMycoscience，和文誌として日本
菌学会会報に分割して刊行してきました．さらに，年次
大会，採集会，シンポジウム，ワークショップ等の会合
を開催することによって学会活動の強化を図って来まし
た．ここ数年間は，日本菌学会を荒波が襲い，科学研究
費補助金（研究成果公開促進費）を獲得することの難関
化，本学会の事務作業を1977年以来担ってきた学会事務
センターの倒産という事態を，会員の皆様方のご理解と
ご協力のもとその時々の理事会が何とか乗り越えて来ま
したが，本会は未だ荒海から脱出できておりません．

Mycoscienceも国際誌化したとは言え，海外の研究者か
らの投稿は質・量共にまだまだ不十分です．悲願である
ISI登録（インパクトファクターの獲得）も未だ出来てお
りません．次回の申請受付は約１年後となりますの
で，インパクトファクターが獲得できるように ,

Mycoscience投稿論文についてインパクトファクターの高
い関連分野の英文誌掲載論文の引用率を高めるために，
一定の割合での総説の掲載を企画する等，編集委員会と
密接な連絡のもと編集作業に工夫をこらして行きたいと
考えております．研究成果公開促進費は残念ながら2005

年度も交付されませんでした．今後とも同促進費の獲得
にむけて努力を続けますが，同補助金を確実に獲得する
ためにもMycoscience投稿者のさらなる国際化を図ると共
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に同誌創刊時の精神の実現に向けて，分類・生態学分野
だけでなく広く菌学に関する全分野をカバーする菌学の
総合英文誌としての実績づくりに編集委員会共々取り組
んで行きたいと考えておりますので，会員各位の格段の
ご支援を賜りたく存じます．
学会事務に関しましては, 現在，臨時措置として庶務担

当理事のもとで行っているかつて学会事務センターが担
ってきた学会事務業務の内容を吟味して，再度, その大部
分を業務委託する方向で早急に検討を開始したいと考え
おります．
さらに，ホームページを活用した会員への連絡や電子

入稿化をさらに進め, 印刷媒体の縮小を図ると共に, 連絡
の迅速化と印刷・発送費の削減の可否を検討し，今期中
に一定の結論を出したいと考えております．
また，学会基盤の強化と会員サービスの拡大という観

点から，支部会の位置付けや拡大についても検討したい
と考えております．
日本菌学会50周年記念事業実行委員会が2003年に立ち上

げられ，同記念事業に対する募金活動が始まり半年が経
過しましたが，募金額はいまだ目標額に達せず，同記念
事業の見直しを迫られる状況にあります．同記念事業に
関する予算の執行に関しては，前期理事会においてガイ
ドラインが決定されておりますが，今後の募金活動の推
移をにらみながら弾力性をもたせた運用を図って行きた
いと考えております．
最初にも述べましたように菌学会創立50周年をひかえ，

今期は過去の総括と同時に本学会の今後を見越した学会
運営の改革が求められる時期です．このため，研究者や
アマチュアの方々を含め様々な分野に興味をお持ちの会
員各位にいかにサービスを提供できるかを探るため, また,

学会財政基盤の健全化を図るため，本学会の10年後を見
越した将来計画案を諮問委員会で検討したいと考えてお
ります．
以上，会長就任にあたり，本学会の歴史と現状, 今後の

課題について述べさせていただきました．会員の皆様の
ご支援，ご鞭撻をお願いしましてご挨拶と致します．
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巻頭言

２００５・２００６年度の日本菌学会について
鈴木 彰（日本菌学会前会長）

２００５・２００６年度の会長の任期を２００７年３月末で終了し
ました．我々の期の理事会に課せられた最大の任務は，
２００４年に立上げられた日本菌学会５０周年記念事業実行委
員会及び同期理事会で決定された記念事業の実行と学会
事務業務の委託先を決定することでした．２００５年には，
５０周年記念事業の行事の第一弾として日本菌学会第４９回
大会を兼ねる日米合同菌学会大会がハワイ大学で開催さ
れ日本側からは当初の予想を上回る１４０名以上の会員が
参加し，記念事業は順調に滑り出しました．これも，日
米両菌学会の会員を始め，両学会の大会実行委員会構成
員の先生方のご尽力があってのことと感謝しておりま
す．なお，この大会では日本菌学会の理事会，総会が始
めて海外で開催されました．
２００６年度には，５０周年記念事業の第二弾として日本菌
学会第５０回大会と日英菌学会合同シンポジウムを束ねた
日本菌学会５０周年記念大会が千葉で開催され，総勢３４０
名強の方々が参加してくださり，日本菌学会の５０周年を
祝うにふさわしい２日間となりました．同大会には，通
常の日本菌学会大会より多くの名誉会員，歴代会長，さ
らに英国，中国，韓国，台湾の各菌学会の会長を始めと
する多くの海外の菌学者が参加してくださり，会員相互
の旧交を温める場や新たな討議の場となりました．
同大会実行委員会の発案に理事会が賛同し，大会参

加，大会講演要旨の電子登録をJ―stageで取り扱うこと
を決定し，HP担当理事・幹事の協力も得て，学会創立
５０年目にして広く会員外の方々にも日本菌学会大会の要
旨を速やかに公示するための礎を築きました．このよう
に，同５０周年記念大会は，日本菌学会５０年の総括と本学
会の新たな一歩を踏み出す大会となったと考えておりま
す．J―stageを介した大会参加と講演要旨の登録は，日
本菌学会第５１回大会でも踏襲され，時代の流れに沿った
新たな大会運営システムとして会員にも次第に定着して
きたと判断しております．なお，前記シンポジウムの内
容の一部や日本菌学会の会長講演の一部はMycoscience
に掲載されております．
出版に関する記念事業といたしましては，「日本菌学

史」，「日本菌学会会報第４７巻記念号（日本菌学会創立５０
周年記念）」，「Mycoscience５０周年記念号」を刊行いた
しました．この内，「Mycoscience５０周年記念号」の刊
行は，学会の通常経費の範囲内で処理いたしました．そ
れぞれ意味合いが異なる，５０周年記念にふさわしい出版
物となったと考えております．さらに，５０周年記念事業
の一環として現会長を中心に「菌類の生物学」の出版作
業が進んでいます．同書の出版にあたっても，５０周年記

きょきん

念事業の醵金は使用せず，むしろ，印税の一部を学会予
算に組み入れることにしております．当初，５０周年記念
事業に組み込んでいた「菌学用語集」の発刊については，
版権引継ぎと執筆期間の短さの問題から５０周年記念事業

実行委員会の判断で，また，理事会も同委員会の判断は
妥当と考え，最終的に同事業に組み込むことを断念いた
しました．
２００４年６月１５日から始まった日本菌学会創立５０周年記
念のための募金事業は，多くの方々からのご支援のおか
げで５６０万円を上回る募金が集まりました．予算を伴う
全ての本募金に関わる事業も２００７年３月末日をもって前
記のように無事終了しました．特筆すべきことは，各記
念事業の執行後も執行担当者の努力もあり，最終的に
５００万円強を本会の基金として残せることになったこと
です．新理事会に本学会の発展に寄与する事業等に使っ
ていただくようお願いして，本基金の運用を継ぎさせて
いただきました．本学会発展のため，５０周年記念事業に
ご賛同いただき募金をしてくださった方々に対してここ
に改めて厚く御礼申し上げます．
学会業務委託に関しましては，庶務担当の理事，会計

担当の理事・幹事の負担が極めて大きく異常な事態との
認識から，当初，２００５年中の業務委託を目指しました
が，引継ぎを受けた時点で進行中の業務も多く，スムー
ズな移行手続きのためには２００６年度からの移行が妥当と
判断しました．２００５年度の評議員会，総会で本件の契約
までの全権を理事会に一任することを承認していただ
き，業務委託先の候補となり得る企業を可能な限り多数
調査して選び出し，これらの企業の業務内容と他学会と
の契約状況等を精査し，理事会で１年間をかけて慎重に
検討してきました．これらの審議経過で，当該企業の経
営状況，学会事務の業務委託に対する処理能力と同業務
請負経費の高低等を総合評価して，「勝美印刷!」を第
１候補として選びました．次いで，「勝美印刷!」の当
該業務の責任者に理事会へおいでいただき，慎重に業務
契約（業務項目と経費）の詳細を確認した後に審議した
結果，同社と契約することに対して理事会全構成員の賛
同が得られましたので，２００６年１１月１日に業務委託契約
を締結しました．その後，学会事務の業務を漸次移行
し，移行作業を２００７年３月３１日までに完了しました．今
回の契約では，「"学会事務センター」との契約と異な
り，リスク回避を優先するとの判断から会員費等の受
付・管理を業務委託項目に含めておりません．このた
め，庶務担当の理事と会計担当の理事・幹事が会員費等
の受付管理業務の一部を引き続き担当しなければならな
い状況を残してしまったことは心苦しいことではありま
したが，慎重には慎重をきして状況を見ながら段階を
追って対応する方式を選択しました．契約先企業の倒産
等の事故を１００％予測することは不可能との判断から，
本件をどこまで業務委託するかは，今期以降の理事会の
判断にゆだねることになっております．
情報化時代への対応に関しては，HP担当理事・幹事

を置き掲載内容の充実を試みました．時代の要求に伴う
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作業量の増大のため，HPの運営をどのようにするか，
また，日本菌学会ニュースレターへの掲載記事との差別
化等に関しても議論を再度始めました．HPに関しては，
関連環境の変化が著しく，担当理事・幹事の負担が大き
く時々の理事会で工夫と検討が必要となっております．
一方，時代の流れに即して学会がもつ会員の個人情報の
管理基準を明確にするため，学会として個人情報保護指
針を作成いたしました．このこととも関連して，会員名
簿は発行時期に達しておりましたが個人情報の開示の厳
格な運用と会員相互の情報取得サービスの兼合いをいか
に保つかについて結論が出せず，我々の期での会員名簿
の発行は断念いたしました．会員名簿の取り扱いについ
ては，最も合理的な解決策を出していただくように今期
の理事会に引継ぎました．
我々は５０周年記念という節目の理事会をお引き受けし

たため，過去５０年の総括のみならず，本学会の今後を探
ることが重要と考え，主に３０代後半から５０代前半の会員
を中心とする将来構想委員会を立上げ，菌学会の今後の
あり方に関する諮問をしました．同委員会からの答申内
容は多岐に渡りましたが，会長サイドでも考えていた学
会による菌類データベースの作成の必要性も提言されて
いたため，規約を改訂して５０周年記念大会後に菌類デー
タベース委員会を発足させ，日本産菌類のデータベース
化の準備と標準和名の策定とデータベース化に着手しま
した．本件は，本来ならば学会発足時から対応すべきこ
とであったかもしれませんが，ようやく設立５０年目にし
て，本学会が日本の菌類のデータベース化に責任もって
寄与していく体制作りを整えることができたと考えてお
ります．さらに，将来構想委員会の答申にあった菌学の
普及活動の積極化を図るために，時々の話題となってい
るテーマで公開講演会を開催すると共に菌学を志す若手
やアマチュアの菌学会会員に菌類分野の論文の書き方を
熟知していただくための講習会を開催しました．いずれ
の企画も参加者から好評を博したと判断しております．
このような経緯と体験から，教育・普及に関わる事業の
継続的発展を新会長に提言しました．菌類観察会も，支
部会や菌類談話会主催のきのこ採集会と差別化してより
学会が開催する菌類観察会として意義あるものとするた
め，会期中に講演会的要素を多くとりいれるように致し
ましたが，日本菌学会が主催する菌類観察会をどのよう
に位置づけ発展させるかについての結論を出すには至り
ませんでした．将来構想委員会の答申を受けて，支部会
のあり方についての議論も理事会で行ないましたが，
様々な意見があり意見を集約するに至りませんでした．
会員数はこの２年間も漸減傾向が続きました．このた

め，Mycoscience，日本菌学会会報，日本菌学会ニュー
スレターは，ほぼ予定通りの日程で発刊いたしました
が，会員数の減少に合わせて印刷部数の削減を余儀無く
されました．残念ながら，会員数を再び右肩上がりにす
るための方策は打ち出せませんでした．このため，新会
員獲得のための方策の検討とその実現は新理事会への重
要な引継ぎ事項となりました．
また，Mycoscienceのインパクトファクターの獲得に

向けて，理事及び編集委員にお願いして，既にインパク
トファクターをもっている雑誌への投稿論文にMy-
coscience掲載論文を可能な限り引用していただくと共
に，前記のように日本菌学会が関連した国際学会の内容
を可能な限り企画原稿としてMycoscienceに掲載した
り，総説（Review）原稿を世界各国のさまざまな研究
者に依頼したりする努力を，編集委員会を中心に行いま
した．さらに，ケアンズで開催されたIMC８の際には，
MycoscienceのAssociate editorの方々に参加いただいて
Mycoscienceの編集に関する意見交換とインパクトファ
クター獲得のための助言をいただくとともに，側面支援
を依頼しました．これらの準備を踏まえて，再度，昨年
１２月１日にThomson―ISI社にインパクトファクター獲
得を申請いたしました．
国際化を推進するため，前期の理事会の考え方を引き

つぎ，日本菌学会の若手会員の日米菌学会大会ハワイ大
会及びIMC８での発表への参加費の補助やIMC８でのポ
スター賞としてMycoscienceの購読権の提供を行なって
きました．さらに，今年１２月にペナンで開催予定の
AMC２００７に対する大会の資金援助を行なうと共に，ア
ジアの菌学の振興を支援するためAMC２００４の際にポス
ト（あるいはプレ）コングレスワークショップを日本菌
学会の支援によって開催することを決定しました．この
ため，同ワークショップ開催へ向けての対応を新理事会
に引継ぎました．
日本菌学会がIMA Executive Committee委員に推薦し

た高松教授（現副会長）が投票の結果，同委員会の副会
長に選出されたこと，また，本会からの推薦ではありま
せんが，岡田博士（現編集委員長）が同委員に選出され
たことは本学会にとって喜ばしいことです．一方，
IUMSの菌学部門の副会長候補者も本学会から推薦いた
しましたが，残念ながらこちらは選出されませんでし
た．IUMSの大会（総会）が２０１１年に札幌で開催される
ことが決定されており，菌学分野の中心的な学会である
本学会は何らかの中心的な役割を担うことを期待されて
いるものと予想されます．その他，日本菌学会会長とし
てタイ菌学連合の立上げの大会や日本菌学会会長代理と
して集会担当理事に台湾菌学会大会に参加いただき，日
本菌学会と各国の菌学会との連携にも努めてきました．
今期２年間は，残念ながら科学研究費補助金（学術定

期刊行物公開促進費）を獲得することがかないませんで
したが，各事業担当者の努力によって学会からの補助費
の返却と余剰金の学会への寄付が行なわれことや
Springer社から本学会への電子ジャーナル購読料の支払
いが増えたことによって，会員数の減少分以上の収入が
あったため，本学会の運営を引継いだ時点よりも多くの
繰越金を残すことができ，ほっとしております．
最後に，以上のように予定した事業をほぼ達成できた

のは，この２年間，会長を補佐してくださった副会長，
理事，幹事，各委員会の委員長及び委員の方々，さらに
は会員各位のご支援におうところが大きいと感謝してお
ります．この場をかりて厚く御礼申し上げます．
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